
）7 いといがわいといがわ 議会だより（ ここが聞きたい！ 一般質問

質
　
問

　３
月
11
日
に
三
陸
沖
を
震
源
に

国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
の
地
震
等
に
よ
る

「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
、

津
波
、
火
災
な
ど
で
多
く
の
死
傷

質
　
問

　東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
過
去

の
災
害
を
記
し
た
公
文
書
や
古
文

書
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、

市
内
の
古
文
書
把
握
、
保
存
・
管
理

並
行
在
来
線
と

大
糸
線
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
後
の

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

中村　　実
議　員

古
文
書
、
公
文
書
の

現
状
に
つ
い
て

《
そ
の
他
質
問
項
目
》

災
害
対
策
に
つ
い
て

や
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　ま
た
、
公
文
書
管
理
法
が
施
行
さ

れ
２
か
月
余
り
経
過
し
た
が
、
市
の

公
文
書
の
保
存
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長
答
弁

　
市
内
の
古
文
書
の
把
握
に
つ
い

て
は
、新
潟
県
立
文
書
館
と
市
教

育
委
員
会
が
、市
内
の
主
要
な
古

文
書
の
所
在
と
そ
の
概
要
を
調
査

し
て
い
る
。古
文
書
の
保
存
・
管
理

に
つ
い
て
は
、寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た

古
文
書
は
順
次
目
録
等
を
作
成
し

て
い
る
。今
後
は
古
文
書
解
読
講

座
を
開
催
す
る
な
ど
、古
文
書
に

親
し
む
環
境
も
整
え
て
い
き
た
い
。

　
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
は
、市

の
文
書
規
程
に
基
づ
き
、保
存
年

限
に
到
達
し
た
公
文
書
の
う
ち
、

歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
は

保
存
し
、そ
れ
以
外
の
も
の
は
廃

棄
し
て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、職

員
に
お
け
る
文
書
の
統
一
的
な
取

扱
い
の
徹
底
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　５
月
27
日
、
新
潟
県
並
行
在
来

線
株
式
会
社
主
催
の
対
話
集
会
に

お
い
て
同
社
が
示
し
た
北
陸
本
線

の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入
や
、
泊
駅

で
の
折
り
返
し
運
転
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

　ま
た
、
大
糸
線
の
利
用
促
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
答
弁

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
導
入
に
つ
い
て

は
、新
潟
県
並
行
在
来
線
株
式
会

社
が
、現
在
の
乗
客
数
や
列
車
運

行
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、案
と

し
て
示
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

折
り
返
し
運
転
、相
互
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
も
、富
山
県
側
と
の
協
議

に
な
る
が
、市
と
し
て
は
地
元
意
見

を
同
社
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
大
糸
線
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は

乗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
で
あ

り
、北
陸
本
線
等
利
用
促
進
協
議

会
や
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強
化

期
成
同
盟
会
に
お
い
て
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
を
実
施
し
、利
用
促
進
に

努
め
て
い
く
。

・
農
業
関
連
に
つ
い
て

者
が
出
た
。

　市
は
、
洪
水
や
地
す
べ
り
・
雪

崩
な
ど
多
く
の
災
害
を
経
験
し
て

い
る
が
、
対
策
に
関
し
て
は
遅
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　今
回
の
大
震
災
や
、
翌
朝
発
生

し
た
長
野
県
北
部
地
震
を
見
て
、

今
日
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
き
た
の
か
、
東
日
本
大
震

災
後
の
市
の
防
災
対
策
の
変
更
事

項
や
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
、
ま

た
、
各
マ
ッ
プ
等
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
答
弁

　
震
災
後
、国
及
び
県
に
お
い
て

防
災
基
本
計
画
と
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、市
と
し
て

は
、そ
れ
ら
と
の
整
合
性
を
図
り
、

地
形
な
ど
の
地
域
特
性
を
考
慮
し

た
中
で
、防
災
対
策
等
を
見
直
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
津
波
対
策
に
つ
い
て
は
、国
、県

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
も
、

今
、実
施
で
き
る
対
策
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

ま
ず
は
海
岸
線
近
く
の
公
共
施
設

に「
海
抜
表
示
」を
設
置
し
た
。今

後
も
、震
災
・
津
波
対
策
に
関
す
る

防
災
会
議
等
を
開
催
し
、対
策
を

協
議
す
る
と
と
も
に
、地
区
懇
談

会
や
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、津

波
対
策
の
啓
発
を
積
極
的
に
行
い

た
い
。

　
各
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
被
害
想
定

調
査
の
結
果
が
変
わ
っ
て
き
た
場

合
に
は
、必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
う
。

並
行
在
来
線
と

大
糸
線
に
つ
い
て

議　員
田中　立一

糸
魚
川
市
総
合
防
災
訓
練

　地
震
体
験
車

（
平
成
23
年
7
月
10
日 

　
　
　
　焼
山
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）


